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小中一貫教育を詳しく知りましょう！ 
前号では「小中一貫教育」や「義務教育学校」という用語の意味や違いをお伝えしまし

た。今回は「小中一貫教育」をより詳しく知るために、その特色や砂川市が始めた取組を

ご紹介します。 

⑤学年段階の区切りを「６－３」以外に【 義務教育学校 】 

学校制度では、学年段階の大きな区切りは小学校（前期課程）６年間と中学校（後期課

程）３年間の「６－３」ですが、義務教育学校では全学年が１つの学校に通うため、「４

－３－２」や「５－４」など独自の区切りを設けて、発達段階に応じた効果的な教育課程

のもと児童生徒の指導を行うことが可能となります。令和８年の開校を目指している砂

川市の義務教育学校は、統合準備委員会などでの協議を経て「４－３－２」と区切ること

にしました。 

②異学年交流による精神的な発達 

小中一貫教育では、９年間を貫くカリキュラム編成によって、１年生から９年生まで

の児童生徒が学校行事などを通じて交流することができ、とりわけ義務教育学校など１

つの学校の場合は日常的な交流を図りやすくなります。このため、上級生の下級生に対

する思いやりの心や手本となろうとする意識、下級生から上級生に対する憧れの気持ち

など、精神的な発達や社会性の育成も期待されます。 

①「中１ギャップ」の緩和・解消 

小学校から中学校への進学に伴い、学習や生活の環境、人間関係などの変化に対応し

きれず、困り感を抱える生徒が増えやすいと言われています（中１ギャップ）。小中一貫

教育では、「中１ギャップ」を緩和・解消する取組を行うことができ、特に義務教育学校

では、例えば子どもの発達段階に応じ９年間を「４－３－２」の３つのブロックに区切る

など、効果的な取組により、６年生から７年生（中学１年生）への円滑な移行を促すこと

が可能です。砂川市が昨年度から始めた全小学校児童による交流行事も、中学校進学に

伴う人間関係の不安を和らげるためのものです。 

④系統性・連続性を意識した教育 

小中一貫教育では、子どもの学びの９年間を見据えた系統性・連続性を重視した指導

により学習効果の高まりが期待されます。小中一貫教育においても小学校・中学校の学

習指導要領を準用するため９年間の学習内容は変わりませんが、教科担任制の早期導入

や学習内容の系統表の活用などにより、教科内や教科間の関連性を意識した教育、例え

ば、次の単元の学習と関連性の高い内容を重点的に指導するなどの工夫が可能です。砂

川市では中学校教員が小学生に授業を行う「乗り入れ授業」などの取組を始めています。 

小中一貫教育では、１年生から９年生までの９年間を一体的に捉え、継続して一貫性

のある教育を進める指導体制を敷きます。このため、教員間で児童生徒の情報を共有し、

学習面や生活面で発達段階に応じた切れ目のない継続的な支援ときめ細かな指導を行う

ことができます。こうした指導の一環として、砂川市では今年度より、全小学校で学習ス

タイルを統一する「砂川スタンダード」の試行などを始めました。 

③継続的な指導 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆お問い合わせ  砂川市教育委員会学校再編課 

  住所：砂川市西７条北２丁目１番１号     

電話：0125-74-4313 FAX：0125-74-8798 Ｅ-mail：saihen@city.sunagawa.lg.jp 

 

★小中学校統合の関係は、市ホームページでも公開しています。 
 

右の QRからもアクセスできます 

URL：https://www.city.sunagawa.hokkaido.jp/kosodate_kyouiku/ 

kyouikugyousei/2020-0827-1549-62.html 

 

砂川市義務教育学校建設について 

２ 

○砂川市義務教育学校建設基本設計書の策定について 

今回は、８・９年生の3rdステージの教室がある３階平面計画を紹介します。 

①3rdステージ（８・９年生）の教室 

 南側に3rdステージの学年ユニットを配置します。 

②みんなのリビング 

 学年によらず誰でも利用することができる多目的スペース「みんなのリビング」を設置

します。学年単位及び複数学年での集会等、交流の場として利用することも可能です。

1stステージや2ndステージの児童生徒が、気軽に３階を訪れて利用できるような交流

の場を計画します。 

③スタジオ（放送室） 

 みんなのリビングに隣接して放送設備を設置したスタジオを計画します。 

④児童生徒会室 

 南側の眺めの良い場所に児童生徒会室を計画します。 

⑤進路相談室、教育相談室 

 児童生徒が気兼ねなく相談やカウンセリングができるよう、明るいスペースとします。 

①3rdステージ教室 

②みんなのリビング 

③スタジオ（放送室） ④児童生徒会室 

⑤進路相談室 

 教育相談室 


